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ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ア
ム
区
の
小
学
校
に
お
け
るTalk for 

W
riting

の
実
践
に
関
す
る
事
例
研
究

 
― 

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
よ
る
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
試
み
と
し
て 

―

濱
元 

伸
彦

一
、
問
題
の
所
在

（
一
）
節
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
は
、
一
九
九
四
年
の
サ
ラ
マ
ン
カ
宣
言
を
契
機
と
し
て
国
際
的
な

教
育
改
革
の
潮
流
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
流
れ
は
先
進
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
な
ど
の

開
発
途
上
国
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
は
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
教
育
を
通
じ
て
の
包
摂
（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
の
取
り
組
み
と
し
て

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
国
際
的
に
は
、
貧
困
や
移
民
な
ど
様
々
な
社
会
経
済
的
、
言
語

文
化
的
な
不
利
に
応
ず
る
教
育
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

社
会
変
動
の
流
れ
の
中
で
、
多
く
の
国
々
で
移
民
や
難
民
の
流
入
が
広
が
る
中
、
か
れ
ら
の

社
会
参
加
を
支
え
る
上
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
一
部
と
し
て
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
の

が
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
（
言
語
教
育
）
（1）
で
あ
る
。

後
述
す
る
ミ
ル
ト
ン
（
二
〇
一
七
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
リ
テ
ラ
シ
ー
（
言
語
能
力
）
は
、
学

校
で
子
ど
も
が
習
得
す
る
最
も
重
要
な
社
会
生
活
上
の
ス
キ
ル
で
あ
り
、
か
つ
、
他
の
全
て

の
学
習
活
動
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
テ
ラ
シ
ー
を
獲
得
で
き
な
い
こ
と
は
、

そ
の
後
の
子
ど
も
の
進
学
や
就
職
の
機
会
を
狭
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
社
会
制
度
の
利
用

や
参
画
に
対
し
て
も
バ
リ
ア
ー
を
生
み
出
し
、
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
や
す
い
状
況
を
つ
く
る
。

こ
う
し
た
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
基
礎
と
し
て
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
保
障
の
問
題
は
、
移

民
や
難
民
の
増
加
著
し
い
欧
米
諸
国
で
教
育
上
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
江
原

二
〇
一
一
、
小
山
二
〇
一
七
）。
例
え
ば
、
移
民
や
難
民
の
流
入
が
増
加
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
欧
州
評
議
会
が
市
民
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
な
一
部
と
し
て
リ
テ
ラ
シ
ー
を
位

置
づ
け
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
共
通
参
照
枠
」（C

EFR

）
を
設
定
し
、
包
摂
に
む
け
た
言
語
教
育

施
策
の
充
実
を
提
唱
し
て
い
る
（
宮
崎
二
〇
一
七
）。
こ
の
よ
う
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
保
障
は
、

近
年
の
法
制
度
改
革
で
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
を
加
速
さ
せ
て
い
る
我
が
国
に

お
い
て
も
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
目
指
す
教
育
（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
）
に
お
い
て
、

全
て
の
子
ど
も
に
適
切
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
か
に
関
す
る
研
究
も
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
（
例
え
ば
、
川

上
二
〇
一
二
）。
筆
者
も
、
二
〇
一
六
年
よ
り
原
田
ら
と
共
同
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
ニ
ュ
ー
ア
ム
区

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
に
お
い
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
関
す
る

現
地
調
査
を
行
っ
て
き
た
（
濱
元
二
〇
一
九
、
原
田
ほ
か
二
〇
一
六
、
原
田
・
濱
元
二
〇
一
七
、 

原
田
・
濱
元
・

竹
内
二
〇
一
八
）。
そ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
も
、
各
国
・
地
域
に
お
い
て
、
移
民
や
難
民
（
あ
る

い
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
に
は
先
住
民
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
保
障
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
教
育
方
法
を
用
い
て
そ
の
拡
充
が

進
め
ら
れ
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
海
外
の
調
査
事
例
の
中
で
、
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ア
ム
区
の
調
査

対
象
校
で
あ
る
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
学
校
（
以
下
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の

取
り
組
み
に
着
目
す
る
。

英
国
（2）
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
指
導
方
法
は
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
山
本
（
二
〇
〇
三
）
は
、

あ
る
学
校
の
教
育
方
法
と
し
て
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
文
学
作
品
を
直
接
テ
キ
ス
ト
と
し
て

用
い
、
演
劇
を
取
り
入
れ
て
行
う
国
語
教
育
を
紹
介
し
て
お
り
、
筆
者
も
ニ
ュ
ー
ア
ム
区
の

あ
る
小
学
校
の
事
例
で
、
同
様
の
取
り
組
み
を
確
認
し
て
い
る
（
原
田
・
濱
元
二
〇
一
七
）。
し
か

し
、
英
語
が
母
語
で
な
い
児
童
や
特
別
な
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
の
割
合
が
多
い
学
校
で

は
、
そ
う
し
た
英
文
学
の
古
典
を
直
接
教
材
に
用
い
る
授
業
方
法
で
は
学
習
上
の
ハ
ー
ド
ル

も
高
く
、
ユ
ニ
ー
バ
ー
サ
ル
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
特
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ン
ナ
ー
シ
テ

ィ
な
ど
、
文
化
的
背
景
が
多
様
で
、
貧
困
の
割
合
の
高
い
エ
リ
ア
の
学
校
に
お
い
て
は
、
全

て
の
児
童
を
教
育
活
動
へ
と
包
摂
し
て
い
く
土
台
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
リ
テ
ラ
シ

ー
教
育
を
施
す
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
、
本
稿
で
焦
点
を
当
て
た
い
の
が
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
で
行
わ
れ
て
い
る

ト
ー
ク
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（Talk for W

riting: 

書
く
た
め
の
ト
ー
ク
：
以
下
、
英
国
で
の
略
称
に

従
い
Ｔ
４
Ｗ
と
略
記
）
と
呼
ば
れ
る
画
期
的
な
読
み
書
き
の
指
導
方
法
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ

の
指
導
方
法
の
内
容
を
授
業
観
察
や
教
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
き
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
実
践
の
特
徴
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
ミ
ル
ト
ン
（M

ilton. M
, 

二
〇
一
七
）
の
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
概
念
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
考
察
を
行
う
。
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基
づ
き
、
言
語
能
力
に
課
題
の
あ
る
児
童
生
徒
を
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
授
業
時
間
に
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
生
徒
た
ち
か
ら
分
離
し
、
か
れ
ら
に
基
礎
強
化
の
た
め
の
特
別
訓
練
を
施

し
て
も
効
果
が
薄
い
と
指
摘
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
に
抽
出
さ
れ
た
生
徒
の
訓
練
で

は
「
ば
ら
ば
ら
の
」（isolated

）
言
語
ス
キ
ル
が
訓
練
さ
れ
、
原
ク
ラ
ス
で
交
わ
さ
れ
る
幅
広
い

言
語
の
や
り
と
り
に
ふ
れ
、
活
用
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ミ
ル

ト
ン
は
、
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
「
分
化
さ
れ
た
指
導
」
が
、
で
き
る
限
り
「
通
常
学

級
の
環
境
」
に
お
い
て
他
の
多
く
の
児
童
と
と
も
に
営
ま
れ
る
指
導
形
態
が
最
も
適
切
で
あ

る
と
主
張
す
る 

。

し
か
し
、
こ
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
具
体
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
課

題
や
ジ
レ
ン
マ
が
常
に
つ
き
ま
と
う
。
ま
ず
、「
通
常
学
級
の
環
境
」
す
な
わ
ち
基
本
的
に
は

一
つ
の
教
室
内
で
指
導
方
法
の
分
化
を
図
ろ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
、
複
数
の
教
員
が
必
要
と

な
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
教
育
上
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
そ
れ
に
合
わ
せ
た
指
導
方
法
の
工

夫
な
ど
、
労
力
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
そ
う
し
た
実
践
に
は
、
現
在
の
英
国

の
よ
う
に
、
共
通
学
力
テ
ス
ト
を
軸
に
し
て
学
力
向
上
に
関
す
る
学
校
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
が
強
い
と
（
濱
元
二
〇
一
九
）、
そ
れ
が
外
的
要
因
と
し
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
す
な

わ
ち
、
学
力
テ
ス
ト
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
高
ま
る
と
、
テ
ス
ト
学
力
を
高
め
る
学
習
を
効
率

化
さ
せ
る
た
め
、
教
育
上
の
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
を
抽
出
・
分
離
し
て
指
導
す
る
方
法
が
よ

り
頻
繁
に
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
策
環
境
を
背
景
に
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
理
念
と
は
逆
行
す
る
分
離
教
育
が
進
行
し
て
い
る
と
の
研
究
も
あ
る
。

右
の
よ
う
な
課
題
や
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
中
、
本
稿
で
は
、
多
様
な
経
済
的
、
言
語
文
化
的
背

景
を
も
つ
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ア
ム
区
に
位
置
す
る
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
が
、
ど
の
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
の
言
語
獲
得
上
の
課
題
を
捉
え
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
同

小
が
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
一
部
と
し
て
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
の
か
を
検
討
す
る
。

二
、
調
査
対
象
校
の
概
要
と
研
究
方
法

（
一
）
調
査
対
象
校
の
概
要

　
以
下
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
同
校
は
、
移
民
や
貧
困
層
が
特
に
多

い
ロ
ン
ド
ン
の
行
政
区
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ア
ム
区
に
位
置
し
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機

に
開
発
が
進
ん
だ
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
駅
の
近
く
に
立
地
し
て
い
る
。
約
四
四
〇
名
（
二
〇
一
六

年
度
）
の
児
童
は
人
種
・
宗
教
的
に
き
わ
め
て
多
様
で
、
二
〇
一
六
年
度
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

（
二
） 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
概
念
と
そ
の
課
題

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
経
済
的
、
言
語
文
化
的
背
景
が
多
様
に
な
り
、
ま
た
様
々
な
特
別
な

教
育
ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
保
障
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
重
要
な
要

素
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
観
点
か
ら
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
い
か
に
進

め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
そ
の
概
念
枠
組
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
研
究
者
で
あ
る
ミ
ル
ト
ン
（
二
〇
一
七
）
で
あ
る
。
ミ
ル
ト
ン
（
二
〇
一
七
）

は
、「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
は
、
伝
統
的
か
つ
デ
ジ
タ
ル
の
形
式
に
よ
る

様
々
な
テ
キ
ス
ト
の
発
話
や
読
解
、
視
覚
認
識
、
記
述
お
よ
び
創
作
の
学
習
活
動
を
含

み
、
明
示
的
、
連
続
的
、
か
つ
分
化
さ
れ
た
指
導
を
用
い
た
、
年
齢
に
適
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。（
ミ
ル
ト
ン
二
〇
一
七
、八
頁
）

こ
の
定
義
で
は
、
多
様
な
テ
キ
ス
ト
を
扱
う
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
で
あ

る
条
件
と
し
て
、「
明
示
的
（3）
」（explicit

）
か
つ
「
連
続
的
」（sequential

）
で
あ
る
こ
と
、「
分
化
さ

れ
」（differentiated

）、「
年
齢
に
適
し
た
」（age -appropriated
）
も
の
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
ホ
ス
ト
国
の
言
語
が
母
語
で
な
い
子
ど
も
や
特
別
な
教
育
ニ
ー
ズ
を
も
つ

子
ど
も
の
言
語
獲
得
に
と
っ
て
効
果
的
な
方
法
の
原
則
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
に
加
え
て
、
ミ
ル
ト
ン
（
二
〇
一
七
）
は
、
右
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教

育
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
な
り
う
る
前
提
と
し
て
「
支
持
的
な
通
常
学
級
の
環
境
」（a 

supportive regular class environm
ent

）
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
上

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
「
分
化
さ
れ
た
指
導
」
が
必
要
と
な
り
つ
つ
も
、
共
同
的
な
学
習
環
境

が
そ
の
基
盤
と
し
て
必
要
で
あ
り
、
教
育
上
の
分
離
、
排
除
を
抑
制
す
べ
き
と
の
見
方
を
示

し
て
い
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
国
際
的
な
動
向
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
上
の
ニ
ー
ズ

や
背
景
を
も
つ
子
ど
も
も
で
き
る
限
り
分
離
、
排
除
し
な
い
こ
と
を
是
と
す
る
価
値
・
理
念

が
あ
り
、「
支
持
的
な
通
常
学
級
の
環
境
」
も
こ
れ
に
合
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
ミ
ル
ト
ン

（
二
〇
一
七
）
が
「
支
持
的
な
通
常
学
級
の
環
境
」
を
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の

前
提
と
し
て
捉
え
る
の
は
、
単
に
そ
う
し
た
価
値
・
理
念
上
の
一
致
を
重
視
し
て
い
る
か
ら

で
は
な
く
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
効
果
の
点
か
ら
も
そ
れ
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
に

よ
る
。
ミ
ル
ト
ン
（
二
〇
一
七
）
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
関
す
る
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
に
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活
動
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
濱
元
（
二
〇
一
九
）
が
同
小
の
実
践
と
し
て
紹
介
す

る
「
Ｐ
４
Ｃ
」（
子
ど
も
の
哲
学
）
も
Ｐ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
教
育
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
児
童
主
体
の
討
論
活
動
に
よ
り
児
童
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
心
の
し
な
や
か
さ
）
を
育
む
ね
ら

い
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
言
語
活
動
を
活
発
に
し
て
い
る
点
で
、
本
稿
で
扱
う
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
研
究
方
法

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
で
の
調
査
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
二
日
間
、
二
〇
一
七
年
三
月
に

二
日
間
の
計
四
日
間
、
様
々
な
授
業
を
観
察
す
る
と
共
に
、
教
頭
お
よ
び
副
教
頭
、
特
別
教

育
ニ
ー
ズ
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
含
む
計
九
名
の
教
員
に
約
三
〇
分
〜
一
時
間
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
ま
た
、
授
業
観
察
の
内
容
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
記
録
し
ま
と
め

た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
（
英
語
）
の
授
業
に
つ
い
て
は
調
査
期
間
中
に
計

五
つ
の
授
業
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
学
校
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

（
一
）
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
多
様
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育

原
田
・
濱
元
（
二
〇
一
七
）
や
橋
田
（
二
〇
一
八
）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー

ア
ム
区
自
体
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
特
別
学
校
の
閉
校
な
ど
統
合
教
育
を
進
め
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
で
あ
る
。
そ
う
し
た
歴
史
的
背
景
も
あ

り
、
区
内
各
校
は
学
校
の
ポ
リ
シ
ー
の
中
に
「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
に
関
す
る
項
目
を
設

け
て
い
る
。
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
も
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
（4）
、
紙
幅
の
都
合
上
、
次
に
そ
の
要
点
の
み
を
取
り
上

げ
る
。

• 

学
校
の
中
で
全
て
の
児
童
が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
も
っ
た
学
習
者
（resilient learners

）
に

な
れ
る
よ
う
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
。

• 

そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
が
自
分
た
ち
の
潜
在
能
力
（potential

）
を
全
面
的
に
伸
ば
し
、
等
し

く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
さ
れ
る
よ
う
手
助
け
す
る
。

• 
児
童
の
ニ
ー
ズ
や
学
習
ス
タ
イ
ル
の
違
い
に
応
じ
て
分
化
さ
れ
（differentiated

）
幅
広

く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
意
義
の
あ
る
（relevant

）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。

• 

人
種
、
性
別
、
階
層
や
能
力
に
関
係
な
く
平
等
に
学
習
機
会
を
広
げ
る
。

児
童
の
四
人
に
三
人
以
上
（
七
八.

〇
％
）
が
英
語
を
母
語
と
し
な
い
家
庭
出
身
で
あ
る
。
ま
た
、

無
料
給
食
の
措
置
を
受
け
る
貧
困
家
庭
の
児
童
の
割
合
も
大
き
い
ほ
か
、
児
童
全
体
の
一
七

％
（
約
七
〇
名
）
が
Ｓ
Ｅ
Ｎ （
特
別
な
教
育
ニ
ー
ズ
）
の
あ
る
児
童
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。

各
学
年
は
２
学
級
ず
つ
配
置
さ
れ
、
全
体
で
約
二
〇
名
の
正
規
教
員
と
ほ
ぼ
同
数
の
教
員

補
助
（
主
に
Ｓ
Ｅ
Ｎ
の
あ
る
児
童
を
支
援
）
を
中
心
に
教
員
組
織
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
原
田
・
濱
元

（
二
〇
一
七
）
も
紹
介
し
て
い
る
通
り
、
学
校
に
は
、
様
々
な
障
害
や
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童

を
支
援
す
る
設
備
が
整
っ
て
お
り
、
常
駐
の
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
ア

ー
ト
・
セ
ラ
ピ
ー
を
行
う
教
室
も
存
在
す
る
。

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
に
通
う
児
童
は
、
そ
の
多
様
な
社
会
経
済
的
・
文
化
的
背
景
に
よ
り
、

様
々
な
教
育
上
の
課
題
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
同
校
の
教
頭
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
た
。

わ
た
し
た
ち
の
学
校
の
家
庭
は
、
全
体
的
に
経
済
的
な
状
況
が
厳
し
い
で
す
。
一
人
親
も

多
い
し
、
家
庭
内
に
暴
力
が
あ
っ
た
り
、
長
時
間
労
働
で
親
が
児
童
の
こ
と
を
見
て
あ

げ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、
児
童
も
い
ろ
い
ろ
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。
児

童
ら
の
行
動
上
の
問
題
も
多
い
で
す
。（
二
〇
一
七
年
三
月
、
教
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
）

同
校
の
児
童
が
、
そ
の
家
庭
や
地
域
で
の
背
景
か
ら
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
や
そ
れ
に
起
因
す

る
行
動
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
他
の
教
員
や
同
校
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
か
ら
も
ほ
ぼ
同
様
の
見

方
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
あ
る
学
級
担
任
は
、
日
々
児
童
の
多
様
な
ト
ラ
ブ
ル
に
向
き
合

う
状
況
に
つ
い
て
「
毎
日
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
」
と
話
し
た
。

こ
の
よ
う
な
児
童
の
実
態
に
加
え
、
国
の
教
育
政
策
と
し
て
、
統
一
学
力
テ
ス
ト
に
お
い

て
学
校
が
十
分
に
結
果
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
も
あ
る
。
そ
う
し
た
政
策

か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
い
が
、
学
校
と
し
て
は
、
児
童
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向

上
を
重
視
し
、
児
童
の
個
別
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

教
育
実
践
を
推
進
し
て
き
た
。
同
校
は
、
そ
う
し
た
様
々
な
取
り
組
み
や
学
習
上
の
成
果
が

総
合
的
に
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
度
「
要
改
善
」（requires im

provem
ent

）
で
あ
っ
たO

fsted

（
英
国
教
育
水
準
局
）
に
よ
る
学
校
評
価
が
二
〇
一
六
年
度
に
は
「
良
」（G

ood

）
へ
と
向
上
し
た
。

他
方
で
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
「
Ｐ
Ｓ
Ｈ
Ｅ

教
育
」（Personal, Social, H

ealth and E
conom

ic E
ducation

）
の
取
り
組
み
も
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
一

部
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
原
田
ほ
か
（
二
〇
一
六
）
に
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
、
文
化
や
宗
教
に
お
け
る
多
様
性
を
尊
重
し
相
互
理
解
を
育
む
よ
う
な
教
育
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関
心
に
基
づ
き
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
（
英
語
）
に
絞
っ
て
詳
し
く
み
て
い
く
。

特
に
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
で
は
、
子
ど
も
の
読
み
書
き
能
力
向
上
の
取
り
組
み
が
急
務

で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
、
全
校
的
な
授
業
改
革
が
二
〇
一
四
年
よ
り
進
め
ら
れ
て
き
た
。
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
に
つ
い
て
、
同
校
で
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
そ
し
て
フ
ォ
ニ

ッ
ク
ス
の
３
つ
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
学
校
の
ポ
リ
シ
ー
を
明
記
し
、
共
通
し
た
方
法
で
授

業
を
進
め
て
い
る
。

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
お
よ
び
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
「
英
語
」
と
い
う
科
目
で
ま
と
め
て
指
導
さ
れ

て
お
り
、
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
は
「
英
語
」
と
は
別
に
、
週
に
何
度
か
特
別
に
時
間
を
設
け
て
練

習
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
英
語
」
の
授
業
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
は
次
項
で
扱
う
と
し
て
、
以
下

で
は
、
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
指
導
（intervention

）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
（
綴
り
と
発
音
の
関
係
を
練
習
を
通
し
て
学
ぶ
学
習
）
に
つ
い
て
は
、
同
小
学
校
で
は

二
〇
一
二
年
よ
り
、
そ
の
学
習
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
視
聴
覚
教
材
を
利
用
し

た
指
導
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
就
学
前
段
階
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ク
ラ
ス
、
低
学
年
（
キ
ー

ス
テ
ー
ジ
１
：
一
年
、
二
年
）
で
は
、
毎
朝
三
〇
分
間
の
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
各
学

級
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
基
本
的
に
は
原
学
級
の
教
室
で
行
わ

れ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
指
導
方
法
の
「
分
化
」（differentiation

）
が
見
ら
れ
、
移
民
家
庭
の
児
童

な
ど
言
語
能
力
の
面
で
課
題
の
あ
る
児
童
、
特
別
な
教
育
ニ
ー
ズ
を
も
つ
児
童
は
必
要
に
応

じ
て
、
上
級
Ｔ
Ａ(H

igher Level Teaching A
ssistant)

に
よ
り
、
少
人
数
も
し
く
は
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
で
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。
次
は
、
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
指
導
を
観
察
し

た
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
の
一
部
で
あ
る

【
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ク
ラ
ス
・
原
学
級
】（
図
１
参
照
）

　
女
性
の
ベ
テ
ラ
ン
の
教
員
が
、
二
〇
人
ほ
ど
の
児
童
を
立
た
せ
て
、
大
き
な
画
面
の

前
で
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
使
い
な
が
ら
発
音
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
。
画
面
に"th" "ng"

と
い
う
文
字
が
現
れ
、
教
師
が
そ
れ
を
発
音
し
つ
つ
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
用
い
て
そ
れ
を

子
ど
も
た
ち
に
復
唱
さ
せ
る
。
例
え
ば
、"ng"

だ
と
、
弓
を
引
き
絞
る
よ
う
な
両
手
の

動
作
を
入
れ
な
が
ら
、
教
師
が"ng"

と
発
音
し
、
子
ど
も
た
ち
も
一
斉
に
そ
れ
を
真
似

る
。
子
ど
も
た
ち
は
体
操
の
よ
う
に
そ
れ
を
楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
い
た
。（
中
略
）

教
員
が"ng"

と"batting"

と
発
音
し
、
今
度
は
バ
ッ
ト
を
振
る
動
作
を
し
て
み
せ
、
子

ど
も
た
ち
も
同
様
の
発
音
と
動
作
を
行
っ
た
。
二
〇
分
ほ
ど
そ
れ
が
続
い
た
後
、
今
度

は
書
く
練
習
に
入
る
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
場
に
し
ゃ
が
み
、
ミ
ニ
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

こ
の
よ
う
に
、
全
て
の
児
童
の
学
習
と
発
達
を
平
等
に
支
え
て
い
く
こ
と
が
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
の
目
標
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
特
に
学
習
指

導
面
で
は
表
１
の
よ
う
な
枠
組
に
基
づ
き
、
児
童
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
の
分
化
を
行
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
も
つ
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
だ
が
、
二
〇
一
四
年

の
オ
フ
ス
テ
ッ
ド
で
は
低
い
「
要
改
善
」
と
い
う
評
価
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
評
価
報
告
書
で
は
「
国
語
」「
算
数
」
と
も
に
学
力
面
で
の
課
題
が
大
き
く
、
そ
の
向
上
に

む
け
た
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が

必
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、「
要
改
善
」
の
理
由
の
一
つ

と
し
て
、
授
業
方
法
の
課
題
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
教
員
の
授

業
の
質
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
教
育
上
の
ニ
ー
ズ
の
あ
る

児
童
（
Ｓ
Ｅ
Ｎ
児
童
）
に
手
厚
く
支

援
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
学

力
の
高
い
層
の
児
童
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
も
た
ら
し
伸
ば
す
よ

う
な
指
導
も
必
要
だ
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
指
摘
を
ふ
ま
え
、

そ
の
後
、
英
語
（
リ
テ
ラ
シ
ー
）

や
算
数
を
中
心
に
教
員
研
修
等

を
通
じ
て
、
指
導
方
法
の
改
善

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
し

た
同
小
の
教
科
指
導
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
原
田
ほ
か

（
二
〇
一
六
）
で
も
一
部
紹
介
し
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
本
稿
の

表1　学習指導におけるインクルージョンのフレームワーク

対象 方法（抜粋）

ユニバーサルな指導のレベル
（全ての児童）

・質の高い教授
・学年チームによる学力上のギャップへの
対応とカンファレンシング

・変化に富むカリキュラム
・障害のある児童への合理的調整
・クラブ活動や学校外の活動の利用

付加的な指導のレベル
（SENのある児童等）

・児童のニーズに適した介入・支援
・個別の目標設定と成果のアセスメント
・特別な学習タスク

ターゲットを絞った指導のレベル
（複合的・重度のニーズのある児童）

・個別の時間割
・エビデンスに基づく専門的なプログラム
（専門職、セラピスト）
・少人数の支援・介入
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こ
の
よ
う
に
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
指
導
が
全
体
練
習
と
ニ
ー
ズ
に
よ
り
分
化
し
た
指
導
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
の
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
学
習
成
果
は
定
期
的
に
評
価
さ
れ
、
全

て
の
児
童
の
向
上
を
保
障
す
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い

て
は
、
英
語
の
授
業
以
外
に
も
、
表
１
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
課
題
の
あ
る
児
童
の
抽
出
・

介
入
指
導
な
ど
様
々
な
手
立
て
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

（
二
）
ト
ー
ク
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（
Ｔ
４
Ｗ
）
に
よ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
授
業

 

以
上
の
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
や
他
の
言
語
に
関
す
る
指
導
に
加
え
、
日
常
の
英
語
の
授
業
、
す

な
わ
ち
読
み
書
き
の
指
導
の
方
法
と
し
て
、
こ
こ
数
年
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
が
実
施
し
て
い

る
の
が
、
ト
ー
ク
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（
Ｔ
４
Ｗ
）
と
呼
ば
れ
る
メ
ソ
ッ
ド
で
あ
る
。

Ｔ
４
Ｗ
は
、
英
国
の
教
育
実
践
家
で
あ
る
パ
イ
・
コ
ル
ベ
ッ
ト
（Pie C

orbett

）
ら
に
よ
り
開

発
さ
れ
た
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
手
法
で
あ
る
。
近
年
、
多
く
の
学
校
で
実
践
さ
れ
、
児
童
の

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
向
上
の
効
果
的
な
方
法
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
英
国
の
教
育

省
（5）
も
こ
れ
を
指
導
改
善
の
重
要
な
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

Ｔ
４
Ｗ
の
普
及
に
取
り
組
む
団
体
（
英
国
）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（6）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
の
手
法
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
習
ニ
ー
ズ
や
成
長
段
階
に
も
適
応
可
能
で
あ
る
と
い
う
。

Ｔ
４
Ｗ
の
大
き
な
特
徴
は
、
ま
ず
、
児
童
が
「
テ
キ
ス
ト
を
話
す
こ
と
」
そ
し
て
密
に
読
む

こ
と
を
通
し
て
、
書
く
こ
と
に
必
要
な
言
語
構
造
を
「
内
在
化
」
さ
せ
る
点
に
あ
る
。
児
童

は
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
内
在
化
し
た
言
語
構
造
を
ベ
ー
ス
に
、
教
員

の
指
導
を
介
し
て
、
原
テ
キ
ス
ト
に
依
存
し
そ
れ
を
模
倣
す
る
段
階
か
ら
、
そ
れ
を
活
用
し

創
造
的
に
書
く
段
階
へ
と
導
か
れ
る
。
ま
た
、
内
在
化
を
効
果
的
に
行
う
に
あ
た
っ
て
、
原

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
数
多
く
話
し
、
多
様
な
形
態
で
読
む
こ
と
も
ま
た
重
視
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
、
児
童
が
「
書
く
こ
と
」
を
楽
し
み
、
多
様
な
表
現
方
法
を
考
え

実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
指
導
上
の
工
夫
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
重
視
さ
れ

る
の
が
、「
書
く
」
文
章
が
向
け
ら
れ
る
「
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
や
目
的
」
を
効
果
的
に
設
定
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
言
語
が
活
用
可
能
な
リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
機
能
す
る
社
会
的
文
脈
を
構

築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｔ
４
Ｗ
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
授
業
内
容
を
よ
り
段
階
化
し
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
連
続
的
に
つ
な
ぐ
役
割
を
は
た
す
も
の
だ
と
言
え
る
。
ま
た
、
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
の
活
動
を
含
め
た
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
っ
て
読
む
こ
と
や

書
く
こ
と
に
対
す
る
子
ど
も
の
興
味
関
心
を
喚
起
し
、
特
に
「
書
く
」
と
い
う
行
為
を
学
級

と
ペ
ン
を
手
に
し
て
、
ま
ず
「ar

」
と
い
う
綴
り
を
十
回
程
書
い
た
。
そ
の
後
、
そ
れ

を
含
ん
だ
単
語
を
書
く
練
習
を
行
っ
た
。

　
こ
の
書
く
活
動
に
入
っ
た
時
、
五
人
ほ
ど
の
児
童
が
、
教
室
の
片
隅
の
テ
ー
ブ
ル
に
移

り
、
２
人
の
Ｔ
Ａ
と
と
も
に
違
う
活
動
に
移
っ
た
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
の
形
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
ボ
ー
ド
に
貼
っ
て
、
言
葉
を
つ
く
る
練
習
を
し
た
。
教

員
は
「「-ar
」
を
ま
ず
置
い
て
み
て
。」「
じ
ゃ
あ
、
次
に
、ar

を
使
っ
た
単
語
を
つ
く

っ
て
み
て
。」
と
声
か
け
す
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、car

と
並
べ
た
り
、park

と
書
い
た

り
し
て
、
単
語
の
綴
り
を
練
習
し
た
。（
二
〇
一
六
年
三
月 

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
）

【
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ク
ラ
ス
・
少
人
数
の
抽
出
指
導
】（
図
２
参
照
）

右
の
原
学
級
の
活
動
と
は
別
に
、
ホ
ー
ル
で
四
人
の
児
童
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
女
性
Ｔ
Ａ
と

と
も
に
デ
ジ
タ
ル
教
材
や
、
様
々
な
教
具
を
つ
か
っ
て
、
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
授
業
を
受

け
る
。
こ
の
児
童
は
、
移
民
し
て
き
た
ば
か
り
な
ど
、
英
語
を
母
語
と
し
て
い
な
い
子

ど
も
た
ち
で
あ
り
、
抽
出
で
学
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
児
童
は
、
色
々
な
発
音
を
、
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
の
デ
ジ
タ
ル
教
材
で
学
ん
だ
あ
と
、
教
員
の
あ
る
発
音
を
聞
い
て
、
フ
ラ

フ
ー
プ
の
中
に
行
っ
て
、
そ
の
発
音
を
表
す
カ
ー
ド
を
出
す
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
綴
り

（
例
え
ば
、[sh]

の
音
に
関
し
て
い
え
ば
、dish

、rush

な
ど
）
を
見
て
、
そ
れ
が
意
味
す
る
も
の
が
何

か
を
答
え
た
り
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
は
書
く
練
習
も
行
っ
た
。（
二
〇
一
六
年
三
月 

フ
ィ
ー

ル
ド
ノ
ー
ト
）

図1　レセプションクラスにおけるフォニックス
指導の様子

（画像からのトレース）

図2　抽出指導によるフォニックス指導
（画像からのトレース）
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支
援
す
る
手
立
て
の
提
示
、
そ
し
て
、
書
く
た
め
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
工
夫
で
あ
る
。

動
機
付
け
と
い
う
点
で
は
、
例
え
ば
、
あ
る
低
学
年
の
ク
ラ
ス
で
は
、
虎
を
扱
っ
た
童
話

（Th
e T

iger W
ho C

am
e to Tea

）
が
単
元
の
題
材
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
教
員
が
紙
人
形
や
お

面
を
使
っ
て
物
語
の
一
部
を
劇
に
し
て
児
童
に
見
せ
た
り
、
児
童
に
も
そ
れ
を
行
わ
せ
た
り

し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
劇
中
に
登
場
す
る
「
カ
フ
ェ
」
を
教
室
内
に
制
作
し
、
児
童
を

物
語
の
世
界
に
ふ
れ
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
支
援
す
る
手
立
て
と
し
て
、
関
連
す
る
単
語
や
文
章
例
な
ど
を

豊
富
に
提
示
す
る
こ
と
（
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
）
も
行
わ
れ
て
い
る
。
五
年
生
担
当
の
あ
る

学
級
担
任
（
男
性
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
同
教
員
の
あ
る
授
業
で
は
、
題
材
や
テ

ー
マ
に
関
連
す
る
写
真
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
貼
り
付
け
、
そ
の
写
真
に
あ
る
事
物
を
Ａ
か

ら
Ｚ
ま
で
ク
イ
ズ
形
式
で
児
童
に
答
え
さ
せ
、
単
語
の
ス
ペ
ル
を
板
書
し
た
。
そ
れ
ら
の
単

語
は
、
児
童
の
書
く
作
業
に
と
っ
て
大
き
な
リ
ソ
ー
ス
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
教
員
は
、

導
入
に
様
々
な
文
法
や
語
彙
の
ゲ
ー
ム
、
寸
劇
な
ど
を
多
く
取
り
入
れ
、
原
テ
キ
ス
ト
に
関

わ
る
「
ト
ー
ク
」
を
活
発
に
し
て
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
方
法
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
書
く
内
容
の

目
的
や
形
式
、
文
脈
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
前
述
の
教
頭
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
、
良
い
表

現
方
法
に
つ
い
て
思
考
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
生
み
出
し
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
力
を
伸
ば
す
役
割

を
果
た
す
。
右
に
紹
介
し
た
５
年
生
の
学
級
担
任
は
、
あ
る
物
語
を
題
材
に
し
た
授
業
を
も

と
に
、
児
童
に
演
劇
の
脚
本
を
書
く
こ
と
を
最
終
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
求
め
た
。
脚

本
を
書
く
こ
と
は
「
話
し
言
葉
」
を
書
く
練
習
に
な
る
と
同
時
に
、「
句
読
点
」
を
正
し
く

活
用
す
る
練
習
に
つ
な
が
る
と
い
う
。
ま
た
、
手
紙
を
題
材
に
し
た
あ
る
単
元
で
は
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
時
代
の
貧
し
い
煙
突
掃
除
夫
に
宛
て
た
手
紙
文
を
、
女
王
に
捧
げ
る
手
紙
文
に
書

き
換
え
さ
せ
る
と
い
う
課
題
も
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
手
紙
の
宛
先
を
変
え
る
こ
と
で
、

用
い
る
語
彙
や
文
体
を
変
化
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
る
。
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
の
教
頭
は
、
例

え
ば
、
こ
の
よ
う
に
、
宛
先
を
変
え
て
手
紙
を
書
く
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
練
習
が
、
Ｔ

４
Ｗ
の
原
則
の
一
つ
で
あ
る
「
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
・
目
的
を
変
え
る
」
と
い
う
手
法
に
結
び

つ
き
、
原
テ
キ
ス
ト
の
模
倣
か
ら
よ
り
多
様
な
書
き
方
へ
の
活
用
へ
と
児
童
を
導
く
も
の
で

あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

（
三
）
Ｔ
４
Ｗ
を
推
進
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
」

こ
の
よ
う
に
、
Ｔ
４
Ｗ
を
用
い
て
、「
読
み
」
↓
「
書
き
」
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
言
語
能
力

内
外
の
社
会
的
文
脈
に
位
置
付
け
活
用
力
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
先
の

Ｔ
４
Ｗ
を
紹
介
し
た
英
国
教
育
省
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（7）
に
よ
る
と
、
Ｔ
４
Ｗ
は
、
全
て
の
児

童
生
徒
（
多
様
な
文
化
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
特
別
な
教
育
ニ
ー
ズ
を
も
つ
児
童
生
徒
な
ど
）
に
対
し
、
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
の
ス
キ
ル
を
含
め
た
総
合
的
な
学
習
の
能
力
を
伸
ば
す
方
法
と
し
て
、
学
習
者
の

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
Ｔ
４
Ｗ
を
用
い
た
授
業
に
よ
り
、
子
ど
も
は
基
礎
的
な
読
み
書
き
能
力
を
向
上
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、「
よ
い
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
と
は
何
か
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
言
語
を
実
際
に

活
用
す
る
力
（
リ
テ
ラ
シ
ー
）
が
育
成
さ
れ
る
と
教
頭
は
話
す
。

私
は
、
こ
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
、
良
い
作
文
を
つ
く
る
も
の
は
何
な
の
か
、
そ
の

効
果
は
何
で
あ
る
の
か
を
理
解
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
単
に
テ
ス
ト
に
合
格
し
て
ほ
し

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
良
い
書
き
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
そ
う
な
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
（
Ｔ
４
Ｗ
）
は
、
そ
の
手

助
け
と
な
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
他
の
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
テ
ス
ト
に
は
合

格
で
き
る
し
、
一
定
、
文
法
を
理
解
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
子
ど
も
た

ち
が
そ
れ
を
現
実
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
使
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

か
れ
ら
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
力
は
実
に
乏
し
い
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。
指
導
上
の
バ
ラ

ン
ス
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
子
ど
も
た
ち
が
物
語
を
書
く
と
し
た
ら
、
何
が
物

語
を
良
い
も
の
に
す
る
の
か
？ 

こ
の
言
葉
を
よ
り
よ
く
す
る
に
は
？ 

他
に
よ
い
言
葉
の

選
択
肢
は
な
い
の
か
？ 

そ
う
し
た
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
現
実
に
お
い
て
書
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
そ
う
し
た
（
何
が
よ
い
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
か
を
考
え
る
）
プ
ロ
セ
ス

を
理
解
す
る
こ
と
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。（
二
〇
一
七
年
三
月
、
教
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
）

教
頭
が
語
る
よ
う
に
、
児
童
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ニ
ー
ズ
の
違
い
に
よ
り
、
基
礎
的

な
言
語
能
力
に
課
題
の
あ
る
児
童
が
多
い
も
の
の
、
テ
ス
ト
で
測
ら
れ
る
狭
義
の
学
力
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
現
実
の
社
会
生
活
で
活
か
せ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
を
伸
ば
す
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
認
識
を
ふ
ま
え
、
同
校
で
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
授

業
改
革
の
試
み
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
か
ら
Ｔ
４
Ｗ
の
授
業
が
導
入
さ
れ
た
。

Ｔ
４
Ｗ
の
授
業
方
法
は
多
様
で
あ
る
が
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
に
お
い
て
特
に
重
視
さ
れ

て
い
る
の
は
、
原
テ
キ
ス
ト
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
へ
の
導
入
と
な
る
動
機
づ
け
、
読
み
書
き
を
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っ
た
。　

６
人
の
児
童
が
二
人
の
イ
ス
ラ
ム
系
の
女
性
の
Ｔ
Ａ
と
共
に
学
習
。
ま
ず
は
、
先
ほ

ど
の
復
習
と
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
を
使
っ
た
音
読
の
内
容
を
座
っ
て
確
認
す
る
。

そ
の
後
、
６
名
全
員
が
立
ち
、
Ｔ
Ａ
と
と
も
に
マ
ッ
プ
の
記
号
を
み
て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
使
っ
て
体
を
動
か
し
な
が
ら
音
読
の
練
習
を
行
う
（
図
３
参
照
）。
子
ど
も
た
ち
は
意
欲

的
に
こ
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
特
に
本
時
の
目
標
で
あ
る
表
記
記
号
（
コ
ン
マ
、
ピ
リ
オ

ド
）
に
つ
い
て
も
動
作
や
発
音
と
と
も
に
こ
れ
を
行
う
。
ピ
リ
オ
ド
が
来
る
と
、「
フ
ル

ス
ト
ッ
プ
！
」
と
い
っ
て
、
パ
ン
チ
を
す
る
よ
う
な
動
作
を
行
っ
た
。
何
度
も
こ
れ
を

行
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
元
の
テ
キ
ス
ト
を
動
作
と
共
に
児
童
に
定
着
さ
せ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　
こ
の
音
読
の
活
動
を
二
十
分
ほ
ど
行
っ
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
着
席
し
、
今
度
は
、
プ

リ
ン
ト
に
印
刷
さ
れ
た
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
を
正
し
く
文
章
化
す
る
練
習
に
入

っ
た
（
図
４
参
照
）。
具
体
的
に
は
、
児
童
は
マ
ッ
プ
の
絵
文
字
を
、
英
語
の
テ
キ
ス
ト
に

翻
訳
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
児
童
は
、
も
と
も
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
綴
り
や
語

彙
力
が
弱
い
児
童
で
あ
り
、
通
常
の
書
き
方
指
導
で
は
つ
ま
づ
く
た
め
、
２
〜
３
人
に

一
人
の
Ｔ
Ａ
が
横
に
就
き
、
こ
の
学
習
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
。（
二
〇
一
六
年
三
月 

フ
ィ
ー

ル
ド
ノ
ー
ト
）

右
の
活
動
に
つ
い
て
要
約
す
る
と
、
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
に
よ
り
、
児
童
は
、
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
用
の
記
号
に
翻
訳
さ
れ
た
英
文
テ
キ
ス
ト
を
見
な
が
ら
、
教
師
と
と
も
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
つ
け
て
音
読
練
習
を
行
っ
た
。
細
か
い
ス
ペ
リ
ン
グ
上
の
問
題
は
脇
に
置
き
、
ま
ず
は
、

記
号
の
視
覚
的
支
援
を
得
な
が
ら
、
テ
キ
ス
ト
の
音
読
に
よ
る
「
内
在
化
」
が
行
わ
れ
て
い

た
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
記
号
の
並
び
を
読
み
な
が
ら
教
師
と
生
徒
が
立
っ
て
行
う
音
読
は
、
身

体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
の
よ
う
で
も
あ
り
、
特
に
英
語
を
母
語
と
し
な
い
児
童
に
と
っ
て
参
加

し
や
す
い
活
動
で
あ
る
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
・
マ
ッ
プ
の
記
号
は
、
英
文
を
実
際
に
書
く
作
業
に
お
い
て
も
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
元
の
英
文
を
た
だ
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
だ
け
で
は
、
特
に
英

語
を
母
語
と
し
な
い
児
童
や
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
に
と
っ
て
は
、
機
械
的
で
苦
痛
な
活

動
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
号
化
さ
れ
た
文
（
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
）
を
英
文
に
す
る

作
業
で
は
、
記
号
が
テ
キ
ス
ト
の
意
味
を
視
覚
的
に
表
す
た
め
、
内
容
を
理
解
し
な
が
ら
書

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
が
、
英
語
が
母
語
で
な
い
児
童
が
大
半
を
占
め
る

こ
の
学
校
で
は
、
こ
の
ス
テ
ッ
プ
の
基
礎
と
し
て
、
そ
れ
を
い
か
に
効
果
的
に
「
内
在
化
」

さ
せ
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
言
語
文
化
的
な
背
景
や
ニ
ー
ズ
の
多
様
性
に
合

わ
せ
て
、
い
か
に
し
て
教
育
方
法
を
分
化
（differentiate

）
さ
せ
る
か
も
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。こ

れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
の
Ｔ
４
Ｗ
で

用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
「
ス
ト
ー
リ
ー
・
マ
ッ
プ
」
で
あ
る
。「
ス
ト
ー
リ
ー
・
マ
ッ
プ
」
と

は
、
英
文
テ
キ
ス
ト
の
単
語
や
記
号
一
つ
一
つ
を
、
身
体
的
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
表
す
記
号

（
図
６
参
照
）
に
置
き
換
え
て
、
英
文
の
読
み
書
き
を
支
援
す
る
Ｔ
４
Ｗ
指
導
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
が
ど
の
よ
う
に
授
業
で
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
、
４
年
生
の
リ
テ

ラ
シ
ー
授
業
を
例
に
示
し
て
み
た
い
。
こ
の
授
業
で
は
、
４
年
生
の
二
つ
の
ク
ラ
ス
で
、
学

級
全
体
の
原
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
導
入
が
行
わ
れ
た
。
本
時
の
目
標
は
、
カ
ン
マ
や
ピ
リ
オ

ド
、
コ
ロ
ン
な
ど
表
記
記
号
を
用
い
た
文
を
理
解
し
、
書
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
示
さ
れ

て
い
た
。

原
学
級
で
は
、
教
員
が
ポ
ス
タ
ー
紙
に
記
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
を
見
せ
、
児
童
全
員

が
教
員
と
と
も
に
、
文
章
の
単
語
一
つ
一
つ
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
音
読
し
た
。
十
分
ほ

ど
の
全
体
音
読
の
後
、
２
つ
の
学
級
か
ら
、
言
語
能
力
に
課
題
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
計
六
名

の
児
童
が
抽
出
さ
れ
、
別
の
小
ス
ペ
ー
ス
に
移
動
し
て
学
習
し
た
。
こ
の
小
グ
ル
ー
プ
の
児

童
に
対
す
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
用
い
た
指
導
の
流
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

図3　5年生の児童がストーリーマップを用い
て音読の練習をする様子
（画像からのトレース）

図4　図3の音読後に覚えたテキスト
書く練習を行う様子
（画像からのトレース）
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分
の
創
作
し
た
水
生
動
物
を
そ
こ
に
登
場
さ
せ
る
物
語
づ
く
り
の
学
習
を
行
っ
て
い
た
。

児
童
は
、
教
員
の
前
に
集
ま
っ
て
座
り
、
話
し
合
い
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。"Journey 

to W
ater W

orld"

（
水
中
の
世
界
へ
の
旅
）
と
題
し
た
物
語
を
書
く
こ
と
を
目
標
に
、
一
人
の

児
童
が
司
会
者
と
な
り
、「
ラ
ッ
コ
の
ほ
か
に
ど
ん
な
水
生
動
物
が
い
る
か
」
を
議
論

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
に
、
自
分
が
登
場
さ
せ
た
い
水
生
動
物
の
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
出
た
意
見
を
教
員
と
児
童
が
ポ
ス
タ
ー
用
紙
に
記
述
し
て
い
た
。

か
な
り
長
い
時
間
、
話
し
合
い
活
動
が
続
き
、
自
分
で
登
場
す
る
生
き
物
を
決
め
た
児

童
は
席
に
戻
り
、
そ
の
絵
を
ま
ず
は

鉛
筆
で
描
い
た
。
そ
の
あ
と
、
絵
の

隣
に
そ
の
特
徴
に
関
す
る
メ
モ
を
書

い
て
い
た
。
こ
の
活
動
の
後
、
児
童

は
、
原
テ
キ
ス
ト
の
ス
ト
ー
リ
ー
・

マ
ッ
プ
を
書
い
た
ノ
ー
ト
の
ペ
ー
ジ

を
開
き
、
原
テ
キ
ス
ト
の
単
語
の
絵

文
字
の
一
部
に
、
新
た
に
登
場
さ
せ

た
水
生
動
物
や
、
そ
の
行
動
を
付
箋

に
書
い
て
貼
り
付
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
物
語
を
作
成
し
た
。
こ
の
後
、
こ

の
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
英
文
化
す
る

作
業
に
入
る
と
教
員
か
ら
説
明
が
あ

っ
た
。（
二
〇
一
六
年
三
月 

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー

ト
）

右
の
よ
う
に
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
児

童
ら
は
、
同
じ
原
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
そ

れ
を
モ
デ
ル
に
し
な
が
ら
英
文
を
書
く
活

動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の

話
し
合
い
も
Ｔ
４
Ｗ
に
お
け
る
書
く
活
動

に
む
け
た
「
ト
ー
ク
」
の
一
部
と
言
え
る
。

加
え
て
、
同
じ
教
室
の
中
で
二
人
の
重

く
練
習
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
・
マ
ッ
プ
は
、
児
童
が
テ
キ
ス
ト
の
「
内
在
化
」
と
そ
れ
に
基

づ
く
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
五
感
を
用
い
て
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｔ

４
Ｗ
に
よ
る
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

（
四
）
Ｔ
４
Ｗ
お
よ
び
ス
ト
ー
リ
ー
・
マ
ッ
プ
を
用
い
た
ク
ラ
ス
で
の
授
業
例

右
の
事
例
は
、
抽
出
に
よ
る
指
導
例
で
あ
っ
た
が
、「
ス
ト
ー
リ
ー
・
マ
ッ
プ
」
に
よ
る
Ｔ

４
Ｗ
の
別
の
特
長
は
、
同
じ
原
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
も
、
学
習
上
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
指

導
方
法
（
特
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
方
法
）
を
変
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
特
長
を
生
か
し
、
多
く

の
英
語
の
授
業
で
は
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
も
つ
児
童
を
一
つ
の
教
室
（
ミ
ル
ト
ン
の
言
葉
を
用
い
れ

ば
「
通
常
学
級
の
環
境
」）
で
指
導
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
２
年
生
の
英
語
（
二
〇
一
六
年
三
月
の
調
査
）
で
は
、「
ラ
ッ
コ
」
を
主
人
公
に
し
た

水
生
動
物
の
物
語
（Th

e U
tterly O

tterly D
ay

）
を
用
い
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
授
業
で

は
、
一
つ
の
原
教
室
の
中
で
、
お
お
む
ね
３
タ
イ
プ
の
学
習
活
動
が
営
ま
れ
て
い
た
（
図
５
参

照
）。
二
十
人
程
度
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
学
習
と
、
学
習
理
解
に
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
Ｓ
Ｅ
Ｎ
児
の
小
グ
ル
ー
プ
の
学
習
、
そ
し
て
知
的
障
害
（
重
複
障
害
）
な
ど
一
対
一
対
応
が

必
要
な
児
童
の
学
習
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
図
５
の
①
に
示
す
、
言
語
能
力
に
課
題
の
あ
る

小
グ
ル
ー
プ
で
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
子
ど
も
の
小
グ
ル
ー
プ
の
目
標
は
、
ポ
ス
タ
ー
紙
に"To use pictures and actions 

to internalize a text"

と
記
述
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
ポ
ス
タ
ー
紙
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

物
語
を
さ
ら
に
短
縮
し
た
英
文
テ
キ
ス
ト
が
、
教
員
の
手
書
き
で
記
号
化
さ
れ
て
示
さ

れ
て
お
り
（
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
）、
そ
の
前
に
児
童
が
立
っ
て
い
た
。
一
人
の
Ｔ
Ａ
の
サ
ポ

ー
ト
に
よ
り
、
児
童
が
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
つ
け
て
音
読
を
す
る
練
習
が
繰
り
返
し
行
わ

れ
た
。
原
テ
キ
ス
ト
を
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
つ
け
て
暗
唱
で
き
る
よ
う
指
導
が
な
さ
れ
て

い
た
。（
二
〇
一
六
年
三
月 

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
）

右
の
小
グ
ル
ー
プ
が
、
基
本
テ
キ
ス
ト
の
理
解
と
「
内
在
化
」
に
時
間
が
注
が
れ
て
い
た

の
に
対
し
て
、
二
〇
名
ほ
ど
の
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
児
童
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
・
マ
ッ
プ

を
使
っ
た
読
み
書
き
の
ス
キ
ル
が
一
定
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
児
童
で
あ
る
（
図
４
の
②
の
グ
ル
ー

プ
）。
か
れ
ら
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
・
マ
ッ
プ
を
用
い
て
、
原
テ
キ
ス
ト
を
部
分
的
に
変
え
、
自

図5　一教室でＴ4Ｗに基づき分化して学習を行う様子
（2年生の英語授業の一場面・画像からのトレース）
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業
方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
員
集
団
の
戸
惑
い
は
大
き
か
っ
た
と
教
頭
は
言
う
。
前
述
の

よ
う
に
、
Ｔ
４
Ｗ
が
二
〇
一
四
年
に
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
児
童

生
徒
や
様
々
な
教
育
上
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
児
童
が
多
い
中
、
学
校
と
し
て
共
通
し
た
指
導
方

法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
読
み
書
き
能
力
が
十
分
に
身
に
つ
い

て
い
な
い
層
が
大
き
い
こ
と
は
、
統
一
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
も
如
実
に
表
れ
て
い
た
。
他

方
で
、
オ
フ
ス
テ
ッ
ド
の
報
告
書
で
は
、
一
定
の
英
語
の
運
用
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
上
位

層
の
児
童
を
ど
う
伸
ば
す
か
も
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
Ｔ
４
Ｗ
導
入
時
の
状
況
に

つ
い
て
、
教
頭
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

こ
れ
（
Ｔ
４
Ｗ
と
ス
ト
ー
リ
マ
ッ
プ
）
を
導
入
し
た
の
は
、
こ
の
学
校
で
、
英
語
を
家
庭
で
話

さ
な
い
児
童
が
多
数
い
る
か
ら
で
す
。
多
く
の
子
ど
も
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
が
大
変
乏

し
い
状
況
が
あ
り
ま
し
た
し
、
か
れ
ら
の
言
語
の
理
解
力
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
Ｔ
４
Ｗ
の
ス
キ
ー
ム
を
知
っ
て
い
た
私
は
、
こ
れ
が
、
英
語
を
話
さ
な
い
児
童
に

効
果
的
で
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
貫
し
た
共
通
の
指
導
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、

こ
の
学
校
の
全
ク
ラ
ス
で
と
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
英
語
が
母

語
で
は
な
い
児
童
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
特
別
な
教
育
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
に
も
良

い
と
感
じ
ま
し
た
。
加
え
て
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
学
力
の
高
い
子
ど
も
に
も
う
ま

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
二
〇
一
七
年
三
月
、
教
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
）

Ｔ
４
Ｗ
の
導
入
を
決
め
た
教
頭
は
、
こ
の
手
法
を
開
発
・
指
導
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
招

き
、
全
教
員
に
よ
る
研
修
を
定
期
的
に
行
い
授
業
改
革
を
進
め
た
。
先
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

紹
介
し
た
５
年
生
の
学
級
担
任
は
、
Ｔ
４
Ｗ
に
つ
い
て
「
実
に
良
い
方
法
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
も
、
こ
の
方
法
に
よ
る
英
語
の
授
業
を
楽
し
ん
で
い
る
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
一

方
で
、「
全
く
新
し
い
方
法
な
の
で
、
新
し
く
こ
の
学
校
に
来
た
教
員
に
は
、『
こ
ん
な
方
法

で
養
成
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
』
と
戸
惑
う
教
員
も
い
る
」
と
話
し
た
。
し
か
し
、
定
期
的
に

行
わ
れ
る
Ｔ
４
Ｗ
の
研
修
に
よ
り
、
教
員
ら
は
そ
れ
に
慣
れ
、
効
果
的
に
指
導
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
本
稿
で
見
た
よ
う
に
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
に
お
い
て
、

ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
を
用
い
た
Ｔ
４
Ｗ
に
よ
る
授
業
は
、
言
語
能
力
に
課
題
の
あ
る
層
に
と

っ
て
も
言
語
習
得
の
方
法
と
し
て
効
果
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
方
法
を
ベ
ー
ス
に
応
用

的
、
創
造
的
な
言
語
活
用
の
方
法
も
可
能
と
な
り
、
上
位
層
の
児
童
を
伸
ば
す
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

複
障
害
の
児
童
が
、
個
別
に
Ｔ
Ａ
が
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
学
習
を
行
っ
て
い
た
。
か
れ
ら
は
、

例
え
ば
、
Ｔ
Ａ
と
共
に
木
を
植
え
る
ポ
ッ
ト
を
つ
く
っ
た
り
、
水
遊
び
を
し
た
り
、
ま
た
時
に

は
Ｔ
Ａ
と
と
も
に
座
席
に
つ
い
て
、
何
か
机
上
で
作
業
を
行
っ
た
り
し
た
。
か
れ
ら
の
学
習

内
容
は
、
右
の
英
語
活
動
と
直
接
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
が
、
時
折
、
立

ち
歩
い
て
、
小
グ
ル
ー
プ
や
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
児
童
ら
の
間
に
入
っ
た
り
、
接
触
を
も

っ
た
り
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
活
動
を
続
け
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
じ
単
元
の
中
で
も
、
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
の
活
用
に
よ
り
、
子
ど
も

の
学
習
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
分
化
（differentiation

）
が
実
践
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
右
の
授
業

の
様
子
の
み
を
見
る
と
、
空
間
を
共
有
し
つ
つ
も
、
ば
ら
ば
ら
の
流
れ
で
学
習
が
進
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
流
れ
が
合
流
す
る
場
面
も
多
く
あ
る
。
こ
の
授
業
の
終
わ
り
に

は
、
小
グ
ル
ー
プ
の
児
童
ら
が
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
と
も
に
練
習
し
た
音
読
を
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ム
の
児
童
に
発
表
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
児
童
ら
の
発
表
後
に
は
、
教
員
が
「
す
ば

ら
し
い
！
」
と
み
ん
な
の
前
で
か
れ
ら
を
褒
め
、
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
児
童
も

い
た
。
こ
う
し
た
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
学
習
と
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
の
小
グ
ル
ー
プ
の

学
習
の
「
分
岐
と
合
流
」
は
、
前
述
の
就
学
前
の
ク
ラ
ス
の
授
業
に
も
見
ら
れ
た
（8）
。

む
ろ
ん
、
先
の
４
年
生
の
抽
出
授
業
の
例
の
よ
う
に
、
学
習
の
「
分
化
」
は
、
必
ず
し
も

同
じ
教
室
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
が
落
ち
着
い
て
読

み
書
き
の
練
習
を
す
る
環
境
の
確
保
の
た
め
、
原
教
室
の
外
に
場
所
を
移
し
て
学
習
す
る
場

面
も
あ
る
。
こ
う
し
た
「
分
離
」
が
時
に
は
あ
り
つ
つ
も
、
授
業
全
体
と
し
て
は
、
共
通
の

単
元
の
下
で
、「
支
持
的
な
通
常
学
級
の
環

境
」
を
基
盤
に
、
個
々
の
児
童
に
言
語
能
力

を
伸
ば
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
様
子
が

見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー

ズ
小
学
校
が
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
掲
げ
る
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
ポ
リ
シ
ー
を
授
業
実
践
に

具
現
化
す
る
取
り
組
み
だ
と
言
え
よ
う
。

（
五
）
Ｔ
４
Ｗ
の
導
入
と
そ
の
効
果

Ｔ
４
Ｗ
に
よ
る
英
語
の
授
業
は
、
現
在
、

全
学
年
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
導
入
時
は
、
旧
来
と
大
き
く
異
な
る
授

図6　ストーリーマップを記述した児童のノート
（記号の一部に付箋を貼って創作を施している）
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続
し
て
お
り
（sequential

）、「
話
す
」
た
め
の
様
々
な
活
動
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

第
二
は
、「
分
化
さ
れ
た
」（differentiated

）
指
導
を
可
能
に
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
じ
教

材
を
用
い
つ
つ
も
、
学
習
者
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
よ
り
、
一
定
の
言
語
能
力
が
あ
る
グ
ル
ー
プ

（
中
心
グ
ル
ー
プ
）
と
付
加
的
支
援
が
必
要
な
小
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
、
一
対
一
対
応
が
必
要
な

児
童
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
教
員
お
よ
び
Ｔ
Ａ
が
つ
き
、
基
本
的
に
同
じ
単
元
（
原
テ
キ
ス
ト
）
に

基
づ
き
指
導
を
行
っ
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
指
導
内
容
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
異
な
り
、

付
加
的
支
援
が
必
要
な
小
グ
ル
ー
プ
で
は
、
よ
り
基
本
的
な
読
み
書
き
ス
キ
ル
に
焦
点
を
当

て
た
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ニ
ー
ズ
の
違
い
に
即
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
言
語

能
力
を
高
め
る
よ
う
な
指
導
方
法
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。

第
三
は
、
右
の
よ
う
に
「
分
化
さ
れ
た
」
指
導
が
取
り
入
れ
ら
れ
な
が
ら
も
、
同
じ
単
元

（
原
テ
キ
ス
ト
）
に
基
づ
き
、
通
常
学
級
の
環
境
を
ベ
ー
ス
に
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
付
加
的
支
援
グ
ル
ー
プ
の
児
童
が
、
別
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
に
抽
出

さ
れ
て
学
習
さ
れ
る
時
も
あ
っ
た
が
、
筆
者
が
観
察
し
た
多
く
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
授
業
で
は
、

基
本
的
に
「
分
化
さ
れ
た
」
指
導
が
同
じ
学
級
内
で
同
時
並
行
的
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
、
単
元
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
指
導
内
容
や
進
度
は
異
な
る
も
の
の
、
全
体
が
共

同
で
学
習
す
る
場
面
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
学
年
ご
と
に
用
意
さ
れ
た
共
通

の
単
元
（
テ
キ
ス
ト
）
を
も
と
に
学
習
す
る
こ
と
は
、
ミ
ル
ト
ン
（
二
〇
一
七
）
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
定
義
に
入
れ
て
い
る
「
年
齢
に
適
し
た
（age-appropriate

）」
教
材
を

共
に
学
ぶ
機
会
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
の
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
の
ポ
リ
シ
ー
の
一
つ
で
あ
る
、
全
て
の
児
童
の
「
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
ア

ク
セ
ス
」
を
実
現
し
、
学
習
の
共
同
性
を
高
め
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
教
頭
の
語
り
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、
学
習
内
容
（
単
元
）
が
共
通
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
教
室
と
い
う
同
じ

環
境
で
学
ぶ
ほ
う
が
、
言
語
能
力
面
で
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
も
、
学
級
の
同
輩
の
話
す
英
語

に
ふ
れ
ら
れ
、
教
育
効
果
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
の
Ｔ
４
Ｗ
に
よ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
教
育
方
法
は
、
ミ

ル
ト
ン
の
定
義
す
る
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
し
て
の
特
徴
を
備
え
た
実

践
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
「
分
化
」（differentiation

）

と
学
習
の
「
共
同
性
」
の
双
方
に
重
き
を
お
き
、
同
小
が
め
ざ
す
児
童
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
の
実
現
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
教
頭
は
、
家
庭
で
「
英
語
を
話
さ
な
い
」
児
童
ら
に
と
っ
て
、
学
級
集
団
の
中

で
交
わ
さ
れ
る
「
良
い
英
語
」
に
ふ
れ
、
そ
れ
を
聞
き
話
す
こ
と
が
彼
ら
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
話
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、、
児
童
の
ニ
ー
ズ
に
よ

り
抽
出
（
介
入
）
指
導
が
必
要
と
さ
れ
る
場
面
が
あ
り
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
通
常
学
級
の
環

境
で
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
や
そ
の
他
の
教
育
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
捉
え
て
い
た
。

二
〇
一
四
年
度
に
Ｔ
４
Ｗ
を
導
入
し
て
以
降
、
統
一
学
力
テ
ス
ト
に
お
け
る
カ
ー
ペ
ン
タ
ー

ズ
小
の
読
み
書
き
能
力
は
確
実
に
向
上
し
て
い
る
。
学
校
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
本

調
査
が
行
わ
れ
た
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
に
お
い
て
、
同
校
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
平
均
点
は
徐
々
に
向
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
点
数
は
、
ニ
ュ
ー
ア
ム
区

お
よ
び
国
の
平
均
点
を
か
な
り
上
回
る
結
果
を
持
続
し
て
い
る
。
加
え
て
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
算
数
の
三
科
目
で
、
国
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
規
定
し
て
い
る
学
力
ラ

イ
ン
を
越
え
た
児
童
の
割
合
は
、
二
〇
一
六
年
度
の
三
八
％
か
ら
二
〇
一
八
年
度
は
六
八
％

に
大
き
く
増
加
し
た
。
こ
れ
に
は
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
算
数
科
の
授
業
改

善
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
連
の
授
業
実
践
の
改
革
が
功
を
奏
し
、
児
童
の

基
礎
学
力
保
障
の
面
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
が
進
ん
で
き
た
こ
と
の
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て

捉
え
ら
れ
よ
う
。

（
六
）
考
察

以
下
、
特
に
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
の
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
を
用
い
た
Ｔ
４
Ｗ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
考
え
方
に
基
づ
き
考
察
を
行
い
た
い
。

同
小
学
校
の
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
を
用
い
た
リ
テ
ラ
シ
ー
の
授
業
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
、

ミ
ル
ト
ン
（
二
〇
一
七
）
の
定
義
し
た
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
は
、
そ
の
指
導
方
法
が
「
明
示
的
」（explicit

）
か
つ
「
連
続
的
」（sequential

）
で
あ
る
点

で
あ
る
。「
明
示
的
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
い
え
ば
、
ま
ず
、
テ
キ
ス
ト
を
構
成
す
る
単
語
や

記
号
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
の
記
号
に
よ
り
イ
ラ
ス
ト
化
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
に
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
が
加
わ
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
構
成
要
素
を
五
感
を
活
用
し
て
明
示
的

に
理
解
す
る
手
助
け
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
学
習
の
各
段
階
で
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
の
い
ず
れ
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
か
が
学
習
者
に
と
っ
て
明
確
に
な
っ
て
お
り
、

学
習
者
自
身
が
今
何
の
力
を
伸
ば
す
ス
テ
ッ
プ
に
あ
る
の
か
も
明
確
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ

れ
ら
の
「
読
む
」「
書
く
」
の
ス
テ
ッ
プ
が
、
原
テ
キ
ス
ト
と
そ
れ
を
表
す
マ
ッ
プ
を
軸
に
連
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以
上
の
よ
う
に
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
面
か
ら
捉
え
、
そ
の
教

育
実
践
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
そ
の
も
の
を
新
し
い
観
点
か
ら

認
識
し
、
そ
の
意
義
を
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
見
方
で
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
本

稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
様
々
な
方
法
に
つ
い
て
の
詳
細
な
事
例
研

究
を
蓄
積
し
、
実
践
の
意
義
や
効
果
に
対
す
る
知
見
を
さ
ら
に
拡
張
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

最
後
に
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
は
、
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
人
々
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

を
支
え
る
大
き
な
役
割
が
あ
る
一
方
、
ホ
ス
ト
国
の
公
用
語
の
教
育
普
及
に
は
、
特
に
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
母
語
や
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
葛
藤
と
い
う
問
題
も

あ
る
。
本
稿
で
は
扱
っ
て
い
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
宮
崎
（
二
〇
一
七
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
脱
退
が
予
測
さ
れ
る
英
国
の
社
会
状
況
や
移
民
に
対
す
る
排
斥
的
雰

囲
気
の
高
ま
り
な
ど
が
、
こ
の
よ
う
な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ

つ
あ
る
の
か
検
討
す
る
こ
と
も
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
理
解
す
る
上
で
必
要
で

あ
る
。
こ
の
点
は
、
今
後
の
研
究
課
題
の
一
つ
と
し
た
い
。

註（1）
　
本
稿
で
は
、
広
義
の
言
語
教
育
を
表
す
用
語
と
し
て
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
（Literacy E

ducation

）

を
用
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
習
得
し
た
言
語
を
活
用
し
問
題
解
決
や
社
会
参
加
に
生
か

す
資
質
能
力
と
し
て
リ
テ
ラ
シ
ー
を
捉
え
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
の
関
係
に
焦
点
を

当
て
る
た
め
で
あ
る
。

（2）
　
本
文
中
の
「
英
国
」
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
指
し
て
い
る
。

（3）
　
明
示
的
（explicit

）
指
導
と
は
、
言
語
教
育
の
領
域
で
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
言
語

の
読
み
書
き
に
関
わ
る
規
則
に
つ
い
て
の
知
識
を
学
習
者
に
意
識
的
に
理
解
さ
せ
る
こ

と
を
通
し
て
言
語
習
得
を
促
す
方
法
で
あ
る
。
特
に
、
第
二
言
語
習
得
で
は
有
効
な
方

法
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
現
代
の
国
際
的
な
教
育
方
法
論
の
文
脈
で
は
、

単
に
、
言
語
の
規
則
や
知
識
に
焦
点
を
当
て
て
指
導
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
習
者
の
言

語
習
得
過
程
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
、
指
導
者
に
よ
る
学
習
理
解
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

等
も
含
め
た
概
念
と
な
っ
て
い
る
点
に
留
意
し
た
い
。

（4）
　
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
は
，
以
下
を
参
照
。

http://w
w

w.carpenters.new
ham

.sch.uk/docum
ents/policies/Inclusion -policy.pdf      

四
、
結
語

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
実
践
で
は
、
古
く
か
ら Values into Practices

（
価
値
か
ら
実
践
へ
）

と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
／
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

が
重
視
す
る
諸
価
値
（
例
え
ば
、
多
様
性
の
尊
重
や
社
会
的
公
正
な
ど
）
を
具
体
的
な
教
育
実
践
の
中
に

具
現
化
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
具
現
化
さ
れ
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
実

践
は
、
そ
う
し
た
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
／
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
諸
価
値
が
埋
め
込
ま
れ

た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
の
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
の
取
り
組
み
、
特
に
、
Ｔ
４
Ｗ
に
よ
る
授
業
実
践
は
、
未
だ
い
く
つ
か
の
課

題
が
あ
り
つ
つ
も
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
諸
価
値
を
内
包
し
た
実
践
の
一
つ
と
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
諸
価
値
と
は
、
学
習
者
お
よ
び
そ
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
性
を
尊
重
し

そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
、
個
々
の
児
童
の
発
達
を
支
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
共
に
学
ぶ
こ
と

を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
が
検
討
し
た
、
Ｔ
４
Ｗ
の
導
入
過
程
や
こ
の
実
践
に
対
す
る
教
員
ら
の
意

味
づ
け
を
見
る
と
、
こ
の
実
践
が
必
ず
し
も
、
価
値
（
理
念
）
主
導
の
取
り
組
み
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
教
員
ら
は
、
こ
の
学
校
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
準
拠
し
な
が

ら
も
、
児
童
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
の
保
障
に
と
っ
て
何
が
効
果
的
で
あ
る
の
か
を
考
え
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
指
導
方
法
の
工
夫
を
進
め
て
い
っ
た
結
果
、
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
よ
う

な
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
方
法
に
い
き
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
単
に
、
統
一
学
力
テ
ス
ト
で

問
わ
れ
る
狭
義
の
学
力
と
し
て
の
言
語
能
力
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
や
社
会
参
加

に
必
要
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
る
と
い
う
観
点
で
効
果
的
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
Ｔ
４
Ｗ
の
取

り
組
み
が
定
着
し
、
か
つ
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
カ

ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
小
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
ミ
ル
ト
ン
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
の
前
提
と
な
る
「
支
持
的
な
通
常
学
級
の
環
境
」
が
、
児
童
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
お
よ
び

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
学
習
を
効
果
的
に
行
う
社
会
的
文
脈
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

特
に
こ
の
点
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
今
後
の
展
開
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
社
会
的
文
脈
に
根
ざ
し
た
効
果
的
な
学
習
が
営
ま
れ
る

た
め
に
、「
支
持
的
な
通
常
学
級
の
環
境
」
す
な
わ
ち
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
一
条
件
が
必

要
と
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
営
ま
れ
、
児
童
の

リ
テ
ラ
シ
ー
が
伸
ば
さ
れ
る
た
め
に
、
多
様
性
を
も
っ
た
通
常
学
級
の
環
境
が
不
可
欠
で
あ

る
と
の
見
方
は
、
価
値
や
倫
理
の
観
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
理
論
の
観
点
か
ら
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
意
義
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
重
要
で
あ
る
。



96

調査報告書［ロンドン・ニューアム区の小学校におけるTalk for Writingの実践に関する事例研究 ― リテラシー教育によるインクルージョンの試みとして ―］濱元 伸彦

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第23号

ど
も
た
ち
』
オ
セ
ア
ニ
ア
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。

小
山
晶
子
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
教
育
政
策
と
移
民
の
社
会
統
合
」
山
本
須
美
子
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
移
民
第
二
世
代
の
学
校
適
応
―
ス
ー
パ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
教
育

人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
七
年
、
一
二
七-

一
三
九
頁
。

M
ilton, M

arion. "Literacy and Inclusion: C
urrent Perspectives." M

ilton, M
arion 

ed., Inclusive Principles and Practices in Literacy Education. E
m

erald Publishing 
Lim

ited, 2017. 3-18.

宮
崎
里
司
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
の
た
め
の
言
語
文
化
リ
テ
ラ
シ
ー
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
共
通

参
照
枠
（C

EFR

）
―
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
」
宮
崎
里

司
・
杉
野
俊
子
編
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
言
語
政
策
―
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
共
生
社
会
・

言
語
教
育
の
構
築
に
向
け
て
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
七
年
。

山
本
麻
子
『
こ
と
ば
を
鍛
え
る
イ
ギ
リ
ス
の
学
校
―
国
語
教
育
で
何
が
で
き
る
か
』、
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
三
年
。

﹇
確
認
二
〇
一
九
年
五
月
一
日
﹈

（5）
　
教
育
省
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。http://oer.educ.cam

.ac.uk/w/im
ages/

f/f2/Talk_for_W
riting.pdf  ﹇

確
認
二
〇
一
九
年
五
月
一
日
﹈

（6）
　
例
え
ば
、
次
を
参
照
。https://www.talk4w

riting.co.uk ﹇
確
認
二
〇
一
九
年
五
月
一

日
﹈

（7）
　
教
育
省
、
前
掲
資
料
（5）
を
参
照
。

（8）
　
例
え
ば
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と
小
グ
ル
ー
プ
の
学
習
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
場
所
で

音
読
を
し
た
後
、
合
流
し
て
、
全
体
で
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
音
読
練
習
を

す
る
場
面
が
あ
っ
た
。
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献

江
原
裕
美
編
『
国
際
移
動
と
教
育
―
東
ア
ジ
ア
と
欧
米
諸
国
の
国
際
移
民
を
め
ぐ
る
現
状
と

課
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』
明
石
書
店
、
二
〇
一
一
年
。

濱
元
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彦
「
大
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に
お
け
る
新
自
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主
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な
教
育
改
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の
展
開
と
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濱
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し
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ニ
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ア
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イ
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（
Ⅱ
）
個
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
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集
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包
摂
の
両
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目
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し
て
」『
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論
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』
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頁
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彦
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イ
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』
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〇
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橋
田
慈
子
「
イ
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ク
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ー
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教
育
制
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の
導
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み
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団
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活
動
と
そ
の
影
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一
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以
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ド
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ニ
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ア
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日
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教
育
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究
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
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、
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一
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上
郁
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『
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の
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語
学
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で
学
ぶ
子


